
令和 5 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：シーガーデンひじ（地元の農水産物を扱う物産展 写真①　地元の食材を使ったお弁当

実施日程：令和4年6月1日～現在（日・祝日をのぞく毎日） シーガーデンひじとの

利用者数：1日1～2人 新メニュー開発

実施した生産活動

地元で作られた食材を利用者が調理・仕込み配達卸しをし、 左下：唐揚げ弁当

施設との新メニュー開発、生産活動に取り組む。 右下：ヤンニョムチキン弁当

（新メニュー開発例　唐揚げ弁当・ヤンニョムチキン弁当）

＜目的＞ 目的の追記

地域連携活動のねらい　老若男女世代問わずお客様が訪れる 地域または対象者にとってのメリット

ので地元の食材を使ったお弁当を知ってもらい、施設との 食材ロスも最小限に少なくでき、利用者も一般就労に

連携でお客様の好みの食材や弁当を定期的に替え施設ともに 向けた地域交流の場になる。

生産活動向上がねらいである。

＜成果＞

実施した結果

法人・高齢者・別府市内や杵築市内幅広い地域のお客様から

お弁当配達の問い合わせもきている状態。

利用者も食材の扱い、配達にも慣れ、品質向上の成果も

見られる。　課題点としてお客様のニーズに直ぐには答え

られないことである。

連携した結果に対する意見または評価

幅広いお客様が来てくれている中でお弁当は働く方々の強い味方。星to月は毎日卸してくれているので助かっている。

物価が上がり他の弁当が次々値上がりする中で値上げもせずワンコインで頑張っているのは評価したい。

お弁当持ってくる時に挨拶をしっかりとして、気持ちよくお弁当を卸してほしい。バリエーションが増えると尚良い。

今後の連携強化に向けた課題

お弁当のバリエーションが増えるのと同時に調理工程が増えるため習得にかなりの時間支援を要する。

物価上昇で地元の食材にも影響が出ている、地元農家、鮮魚店、精肉店等にも連携した協力が必要。

利用者にもどんな人が訪れて、買っていかれてるかを知ってもらう必要もある。

地域連携活動の概要

写真②丁寧にお弁当を卸す 写真③翌日のラベルを出していく

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 シーガーデン　ひじ 担当者名 店長　合原　誠

住　所 大分県速見郡日出町２９３１番地 管理者名 小石　智恵美

電話番号 0977-72-8558 対象年度 令和４年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 星to月事業所 事業所番号 4412200786

様式１


